【書く人】実習生　【いつ】11/10課題設定・3日目ごろの確認・実施中の必要な修正
課題分析シート　№１
11/10の課題設定（80分）で作成 → 実習1〜2日に共同アセスメント → 3日目ごろに確認・必要なら修正
	グループ番号：
	受講番号：
	氏名：




	本人の視点
	支援者（職員・チーム・施設）の視点

	Ａ
課題
	本人に起きていること（手元のひもとき等も参照）
	Ｆ
課題
	職員の関わり方で「おかしい」と思う場面

	Ｂ
原因
	なぜＡが起きるのか（1つの番号に1つ）
①　
②　
③　
	Ｇ
原因
	なぜ職員はそうするのか（知識・思い込み・業務の流れ・風土）
①　
②　
③　

	問題
	このまま続くと、本人はどうなるか
	問題
	このまま続くと、職員・施設はどうなるか

	見直し
	3日目ごろ：ひもとき・センター方式の作成後
①□同じ □書き直した　②□同じ □書き直した
③□同じ □書き直した
	見直し
	共同アセスメント後：3日目ごろに再確認
①□同じ □書き直した　②□同じ □書き直した
③□同じ □書き直した



3日目ごろ・実施中に必要なら修正（二重線で消して横に記入）。02・03をそろえ、職員へ共有。迷う箇所は04へ。
課題分析シート　№２
Ａ／Ｆ課題 → Ｂ／Ｇ原因 → Ｃ／Ｈ手立て → Ｄ／Ｉ具体的行動。同じ原因番号でつなぐ。
	グループ番号：
	受講番号：
	氏名：




	本人への取り組み
	支援者への取り組み

	Ｃ
手立て
	Ｂの①②③を、どう解決するか
①　
②　
③　
	Ｈ
手立て
	Ｇの①②③を、どう解決するか
①　
②　
③　

	Ｄ
具体的
には
	見ていた人が判定できるように
①
　場面（〜のとき）：
　行動（〜する）：
②
　場面（〜のとき）：
　行動（〜する）：
③
　場面（〜のとき）：
　行動（〜する）：
	Ｉ
具体的
には
	見ていた人が判定できるように
①
　場面（〜のとき）：
　行動（〜する）：
②
　場面（〜のとき）：
　行動（〜する）：
③
　場面（〜のとき）：
　行動（〜する）：




	書いたら確かめる
	□ 課題→原因→手立て→具体的行動がつながり、番号がそろっている（①→①）
□ 見ていた人が「やった・やらない」を判定できる
□「意識する」「気を付ける」「心掛ける」「寄り添う」「配慮する」「徹底する」を使っていない



令和８年度　福岡県高齢者権利擁護等推進研修（看護実務者研修）　自施設実習
